


☆  
新居浜市では、５つの台風により死者が９人 

金栄校区でも、２本の中規模河川で、３本の 
 橋が流され、多くの住宅で床上・床下浸水の被 
 害が発生した。 

それを教訓とし、平成１７年６月に金栄校区 
 自主防災会を設立し、防災活動を開始した。 
金栄校区連合自治会他関係機関が協働で作成し

た が防
災科学技術研究所が主催する

において を受賞 



協力・連携 

地域の防災力を高めるためには、行政や防災専門家の「専門知」、地域住民が
持っている「経験知」「地域知」を合わせ、様々な地域コミュニティ（地域関係者）が
協力・連携が重要 
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地域協働型の防災ワークショップを通じて、地域で起こりうる災害と災害時の課
題を理解し、地域の現状を踏まえた対策として防災マップ及び地区防災計画を作
成する。 

第1回目 
 

地域で起こりうる 
災害と被害を確

認する  

第2回目 
災害特性、社会
特性の課題につ
いて、現状・対策

を検討する  

第3回目 
地域まちあるき
を行い、地域の
危険箇所課題を
調査する 

第4回目 
地域の危険箇所、
地域課題につい
て情報を共有す

る  

第8回目 
 

計画内容を地域
関係者と共有し

意見を反映する  

第5回目 
活動内容をまと
め、地区防災計
画の内容を検討

する  

第6回目 
活動内容をまと
め、地区防災計
画の内容を検討

する  

第7回目 
活動内容をまと
め、地区防災計
画の内容を検討

する  



地域で起こりうる災害と災害が発生した際の被害を確認し、災害時に地域で起こ
りうる課題に対して対応（関係者・利活用資源）を考える。 

第1回目 
災害と被害  

地域の災害特性を学ぶ 災害時の課題と対応を整理する 

    ①住民の一時避難 
課  ②要支援者の支援 
    ③被害情報の集約 
題  ④給食・給水 
    ⑤避難所開設・運営 



災害時に地域で起こる課題、対応策、過去に発生した災害について、ワークショッ
プを通じて地域を確認し、危険箇所、地域の現状を確認 

課題と対応に対する現状確認 

ワークシート（地域課題）で課題を確認する 

防災まちあるき 

第2回目 
現状と対策  



災害時に地域で起こる課題、対応策、過去に発生した災害についてまちあるきを
通じて地域を確認し、危険箇所、地域の現状を確認 

過去に被害にあった場所を地図上で確認 まちあるきを通じて被災箇所、地形などを確認 

地域の課題（危険箇所）の情報共有 地域の資源（防災資機材）を確認 

第3回目 
課題の調査  



まちあるきを通じて地域で確認・発見した内容について、みんなで確認しながら整
理して、地区防災計画に作製に伴う課題を反映する。 

まちあるき結果を整理 

現状 
 ・３世代まちあるきで確認した箇所を「避 

  難時の注意」「安全な 場所」「災害時に 

  役立つ場所」等に課題を整理 

・「意見（子供）」どうだったのか（なぜ安  
    全？なぜ危険？）、「意見（大人）」地域 
    の方の意見交換 
結果 
 ・がけ崩れが起こる可能性がある。 

 ・川や水路が増水した場合、夜間の避    
    難が困難である。 
 災害弱者を守るために・ 

e防災マップ作成 

第3回目 
課題の調査 



災害時の地域課題の中に、主に要援護者の支援、避難所開設・運営、外部支援
の受け入れについては検討及び計画が必要である。 

第4回目 
課題の共有  

課題 対応策 
個 
人 

自 
治 
会 

校 
区 

地震 
水害 

金子山の土砂災害による人的
被害が発生する。 

土砂災害を想定したシュミレー
ション訓練の実施 

◎ ○ 

災害発生直後の災害時要援護
者に対する支援ができない。 

要支援者リストを準備しておく。 ○ ◎ ○ 

要支援者マップの作成 ○ ◎ ○ 

ライフラインが寸断して使用で
きない。 

代替え手段を準備しておく。 
水道：保存水の備蓄 
電気：発電機の整備 
ガス：カセットコンロ及び 
    ボンベ 

◎ ○ ○ 



「防災マップづくり」「地区防災計画ワークショップ」を通じて議論した災害時に地域
で起こりうる、課題と必要な対策を踏まえ、地区防災計画を作成する。 

☆災害対策基本法等の一部改正（平成２５年６月２１日）に伴い、
市町の居住者などから地区防災計画を提案できる。 

第5・6回目 
計画の検討  

災害と被害 

災害時の課題 

災害時の対策 

防災マップ 
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愛媛県新居浜市 

金栄校区地区防災計画 
 

 

 

自分たちの地域は自分たちで守る 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２８年２月 
 

 

 

 



地域住民が一緒に活動することにより、自分たちのまちを見直すきっかけとなり、
地区防災計画策定を通じて、地域の絆が強まった。 

成果 
 ・地域防災活動を通じて、地域の人との関 

  わり を持つことにより、いざという時には、 

  地域の人と協力することができると感じた。 

 ・作成した計画を回覧板を通じて、地域住 

  民に校区の危険箇所や課題と対策など 

  の情報を提供することができる。 

 ・地域で起こりうる自然災害とその対応に 

    ついて考えることができた。 

 ・行政からの専門的な知識と、地域による  

    知恵を合わせた新たな防災対策の考えに 

    ついて、協力体制の下、活動することがで 

    きた。 



教訓と知恵 
 ・地域の人と一緒に活動することにより、 

   自分たちの住んでいる町を見直すきっか 

   けとなった。 

 ・地域で協力していくうちに、防災への意 

  識が高まった。 

 ・３世代で交流し、防災活動を実施させて 

  いく中で、自分の命は自分で守るという自 

  助の意識と共に助け合おうとする共助の 

  意識、さらに、自分たちのふるさとを守り、 

  次世代へ繋げようとする気持ちが子供達 

  の心の中に生まれた。 

地区防災計画、３世代交流まちあるき、マップづくり等をきっかけに、防災活動を
共に取り組み、災害時に協力し合う仲間との防災活動の第一歩となる絆づくり 


